
・これまで各⼩学校のある地域をフィールドに展開してきた
総合的な学習の時間。各⼩学校の年間指導計画を集め、統合してみたり、ア
ウトプットの⽅法について検討したりと、より系統的に学びが展開できるよ
うに現在取り組んでいます。

その他、取り組んだこと

この他にも様々な点で「共有」や「協働」が可能になって
くると思われます。その可能性についても今後、つながり
ながら、活⽤しながら模索し、⾏動に移していきたいと思
います。



⼀番に考えなければいけないのは、

・何のために、「ICT」を使うのか？
・どんなねらいのために「ICT」を使うのか？
・「ICT」を使った結果、どんな効果があるのか、または
                 ⼒が⾝につくのか？

時間短縮？共有化？価値づけ？
知識の定着？思考の深まり？表現⼒育成？

「使うことを⽬的に」して、⽇常的に活⽤が進んできたら考えること

授業において

「⼦どもが主語の授業になっているか？」



今までの当たり前を疑う

ICTの活⽤・・・・＞授業観の変⾰に⾏き着く

side�by�side
インクルーシブ教育の視点から考えてみる個別最適化

教員が全体に対して⼀⻫に指導内容を話し、同じペース・同じ教材・指⽰された同じタイミングで話しあいなが
ら⼦供達が学ぶという当たり前の学校⾵景でした。GIGAスクールで⼀⼈⼀台タブレットを得た今、こうした「共
時性」の学校社会から⼦どもたちを解放し、もっと⾃分に合ったペース・環境で学び、⾃然なタイミングで協働
しながら学ぶ授業を作っていけるのではないか・・・と思います。

LDXを受けて感じたこと



・徹底した効率性
   ワンアクションをリンクさせる

 職員への意識づけも兼ねて、リ
ーディングDXへの理解を深めるよ
う毎⽉校⻑から発信しています。

 年間数千枚の紙を節約するために、職員会議資料
は全てデータ化して、職員チームに配信。紙媒体が
欲しい⼈は各⾃で印刷することにしました。

 職員間の連絡事項を⼀⻫、グループ、個
⼈などチャットやチームへの投稿で⾏なっ
ています。地区の教頭部会などもチャット
グループを作成して情報共有しています。

意識づけ・発信

情報共有とグループ化

紙からデータへ
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校務をDX
・職員会議をDX
・⽣徒の出⽋管理をDX
・各種報告、申請をDX
・地域課題（熊の出没情報）をDX



佐々⽊教頭の場合
クラウドを活用したリアルタイムの
クマ目撃情報の共有と注意喚起

 PTA主催の講演会にICT関連企業の⽅を招き、⽣徒、保護
者、教員でGoogle�Mapsを使った研修を⾏いました。
 当初は、通学路の危険箇所をGoogle�Mapsに反映させ、
情報を共有しましたが、この機能を活⽤し、⼭間部特有の
課題である熊被害の防⽌対策としてリアルタイムで⽬撃情
報を共有し、注意喚起を⾏うシステムをとりました。学校
に寄せられた情報は教頭がすぐにアップロードして、保護
者連絡メールにリンク先を添付、⽣徒⽤のチームに流すよ
うにして、随時、最新の出没箇所を確認できるようにしま
した。
 こうした危険箇所や注意情報、地域住⺠からの連絡な
ど、視覚的に分かりやすくするため、また情報の蓄積の⽬
的も含め、クラウドを活⽤して整理することの有⽤性を感
じました。⽣徒が学校⽣活の中で「このような活⽤もでき
る」という経験を重ねることでさらに発展した活⽤法を⾒
い出すことを期待しています。



佐々⽊教頭の場合クラウドを活用した業務プロセスの
改善と連絡業務・小中連携の効率化

Forms Excel
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佐々⽊教頭の場合

クラウドを活用した業務プロセスの
改善と連絡業務・小中連携の効率化

クラウド活⽤による
共同編集のメリット
・情報共有に対し
て、連絡が不要。⽤
紙の節約。
・⼆重⼊⼒、転記ミ
スの防⽌。複数の⽬
によるミスの発⾒
・教育計画作成・服
務管理・各分掌業務
の⽴案、外部機関と
の連絡・予約を迅速
化・効率化

Forms Excel
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佐々⽊教頭の場合

クラウドを活用した業務プロセスの
改善と連絡業務・小中連携の効率化

Forms Excel

� 学校⽣活に関する
アンケート（いじめ
等に関するもの）の
他に、毎朝、相談し
たいことがあるかど
うかにチェックをし
てもらい問題が⼤き
くなる前に相談にの
る体制をとっていま
す。相談がある場合
は、担任に通知がい
き即対応することに
しています。



佐々⽊教頭の場合

クラウドの利点を生かした業務プロセス
の改善・連絡業務の効率化と経費節減

Forms Excel



生徒会と児童会をつなぐ

ICT専門の委員を選出し、
　　　　　活動を活発化させる

委員会活動DX�情報はデジタルで共有
⽣徒総会をペーパーレス化、委員会
活動も委員会ごとのTeamで情報共有

・ICT朝活の企画や、情報モラル集会の企画など
 ルール作りや可能性の紹介などバランスを考え
 て企画している
・デジタルシチズンシップ教育の推進

地域の小中合同でネット利用を考える取組

・定期テスト前の時期に⼩中合同でネット利⽤の時間を
⾃分で設定し制限をかける取組を⾏い、保護者にも協⼒
してもらいました。
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委員会をDX
・専⾨委員会をDX
・ICT専⾨の委員会設⽴
・タイピングの他、デジタルシチズンシップ教育の推進
・ネット利⽤のルールを⾃分で決め、取り組む



⽥中真⼆朗先⽣の場合

 １時間ごとの授業の振り返り
を共有し、⾃らの学びを俯瞰す
るとともに、学びを⾃⼰調整す
る⼒を⾼めたいと考え、Padlet
というアプリを使いました。１
時間ごとの振り返りを写真、動
画とともに記録してコメントを
⼊れ、掲⽰板に貼り付けるとい
った感じで使っています。他者
参照できる上に、⼦ども同⼠で
コメントを⼊れることもできま
す。他者の振り返りを⾒ること
でより深い振り返りになると感
じています。

Padlet
美術科　　
写真・動画を⽤いた振り返り 他者参照の有効性



伊藤蓮先⽣の場合

陸上競技の振り返りシート
（MetaMoJi�ClassRoom※)
 体育科ならではの取組として、動画
を振り返りに⽤いています。ビジュア
ル的にも変化が分かりやすく、これま
での⾃分の⼯夫点や成⻑が⾒て分かる
ので、さらに⾃分を⾼める意欲にもつ
ながると思います。評価する際にも有
効です。

体育科　　

※MetaMoJi�ClassRoomは、シンプルなノート機能から、⾼度な協働
学習まで幅広く柔軟に対応できるリアルタイム授業⽀援アプリ （⼤
仙市内の⼩中学校で導⼊されている）

MetaMoJi�ClassRoom動画を⽤いた振り返り



湊智雅先⽣の場合

 社会科の振り返りシートを試⾏錯誤しました。まとめも振り
返りも１枚で完結するシートで構成するように作成しました。
社会科でも地理と歴史で振り返りのシートの形式は違います。
今年度はこのようにしてまとめさせましたが、次年度はもう少
し改良を重ねて取り組んでみようと考えています。
 ⼤単元を貫く学習課題も意識させながらも単元で何を学んだ
かをしっかりと振り返ることができたと思います。

社会科　　
まとめと振り返りを⼀緒に MetaMoJi�ClassRoom



 4⽉の社会科の授業⾵景（写真上）です。授業の中に個別最適な学び
をどのように位置付けるのか、⽇々考え実践を⾏なってきました。知
識を教え込むというスタイルから、⽣徒⾃⾝が好きなタイミングで情
報にアクセスし、多様な情報源を基にして協働的に課題に向かってい
く姿になるための授業を⽬指して授業改善を⾏ってきました。夏休み
以降の授業⾵景（写真中、下）です。Webページや教科書、資料集な
ど多様なリソースにアクセスし情報を⾒つけ、⾃分の考えを伝え合
い、練り上げていく姿へと変わってきました。

 他の教科でも、初めは「教師の指⽰でタブレット端末を使わせ
る」という状態でしたが、次第に⽣徒⾃⾝の好きなタイミングで
タブレット端末を使⽤するようになってきています。Teamsで配
信された情報や協働編集したエクセルデータなど、⽣徒にとって
必要な情報にアクセスする習慣が⾝に付いてきています。

社会科　　
授業スタイルの変化

湊智雅先⽣の場合



三浦誠先⽣の場合

 Qubena※（キュビナ）
を授業内で活⽤していま
す。⽣徒個々のつまづきを
⾒とる際に有効活⽤してい
ます。⾃動採点ですので、
負担感もなく、その時間を
他の⽣徒の指導に費やすこ
とができます。

　授業内でのQubena活用・基礎テストをQubenaに

数学科 教育専⾨監数学科　　

※Qubenaは、AIを搭載し⽣徒⼀⼈ひとりの学
習中の計算過程や解答を分析することでつまず
く原因となっているポイントを特定し、その⽣
徒が解くべき問題へと⾃動的に誘導し効果的で
効率的な学習を実現するアダプティブラーニン
グ教材。



三浦誠先⽣の場合数学科　　


